
Ⅱ 新市の概況 
 

１ 位置と地勢 

  新市は、首都圏と中京圏との中間、静岡県の中央に位置し、北は長野県及び山梨県、

東は由比町、芝川町、西は本川根町、川根町、藤枝市、岡部町、焼津市に接する。 
  市域は、南アルプス南部の豊かな自然を有する広大な山地と、安倍川、巴川、興津

川等の下流域に形成された市街地とに大きく区分されるとともに､駿河湾に突き出た

三保半島は、優れた景観を有している。 
  また、市街地の中央に位置する丘陵地の有度山には、豊かな自然が保全されている。 

 

 

 

２ 自然環境 

  新市は、総面積の 77 パーセントを森林が占めるとともに、南面に駿河湾を臨み、

市街地での年間平均気温は 16 度前後と温暖である。 
  年平均降水量は、沿岸部で 2,300 ミリメートル前後、山間部で 2,800 ミリメートル

と、世界的にも多雨地帯に属している。 
日照時間は、年平均約 2,000 時間と、恵まれた環境にある。 
このように、多彩な自然と温暖な気候に恵まれ、我が国を代表する快適居住環境と

なっている。 
 
 
 

３ 面  積 

  新市は、東西約４２キロメートル、南北約８３キロメートル、面積は、      

１,３７３．８４平方キロメートルで国内市最大である。 
  土地利用の状況は、次のとおりである。 

 （単位：ha、％） 
区  分 農 用 地 森  林 水面・河川・水路 道  路 宅  地 そ の 他 合  計 

面  積 9,087 105,830  3,648  3,178  6,979  8,662 137,384 

構 成 比   6.6   77.0   2.7   2.3   5.1   6.3  100.0 

  資料：静岡市「国土利用計画（第 2 次静岡市計画）」平成 11 年 3 月及び清水市「国 
土利用計画（第２次清水市計画）」平成 3 年 3 月 

 
 
 



４ 人  口 

  平成 12 年国勢調査の要計表による速報値によると、両市の総人口は、           
７０６，５０１人となっている。 

  平成 7 年国勢調査による年齢階層別人口の構成比は、次のとおりである。 
区 分 年 少 人 口 生 産 年 齢 人 口 老 年 人 口 合 計 

人 口 １１１，２１１人 ５００，４７８人 １０２，５３３人 ７１４，２６６人 

構 成 比 １５．６％    ７０．１％    １４．３％   １００．０％ 

資料：総務省「平成 12 年国勢調査速報」平成 12 年 12 月 

(注)「年少人口」とは 15 歳未満人口、「生産年齢人口」とは 15 歳から 64 歳までの人

口、「老年人口」とは 65 歳以上人口をいう。 

 

  また、国勢調査による人口の推移は、次のとおりである。 

区  分 昭和 45 年 昭和 50 年 昭和 55 年 昭和 60 年 平成２年 平成７年 平成 12 年 

人  口 651,344人 690,001人 699,917人 710,528人 713,719 人 714,266 人 706,501人 

増 加 率      ━ 5.９％  1.4％  1.5％  0.4％  0.1％ △1.1％ 

  資料：総務省「国勢調査」各年 

 

 

 


